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皆様におかれましては、お健やかに新しい年をお迎えのことと

お慶び申し上げます。

旧年中の皆様からのご厚情を深く感謝致します。

本年もカーレポ株式会社 経営陣・従業員一同、皆様のお役に

立てるよう努めて参ります。

変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。

代表取締役 赤須 洋一郎
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初日の出(那珂湊港)
撮影：ひたちなか工場 渡邊 貴宣



第１回に引き続き、工場長の飛田 幸輝さんに登場いただきます。今月は、オープン当初と現在の変化した点についてお話
を伺いました。テーマは『エアバッグ』です。エアバッグといえば私たちの命を守る最大の貢献者ですよね。しかしながら、
エアバッグが活躍する姿は見たくないのも事実です。そんな縁の下の力持ちのような存在が、ひたちなか工場ではどんな様
子で処理されているのか聞いてみました。

飛田「12年前はエアバッグを装備した車両の数は少なかったですね。入庫全体の10%程度でした。」
兼島「どのような作業を行なっているのでしょうか」
飛田「当時はエアバッグを取り外してメーカーさんの回収箱に入れ引取ってもらっていました。手作業だったので、破裂

する危険と向き合いながら行なっていました。」
兼島 「今はどのように変化しましたか？」
飛田「当時から、エアバッグ処理作業に取組む際は車種別の構造などを勉強しながら回収作業をしていました。その経験

は現在でも作業の基本的な考えです。お陰様で処理する台数も全体の80%まで増加し、処理方法も一括車上展開と
いう方法で自動化することができました。」

兼島「今後の課題は何ですか？」
飛田「今後の車両はエアバッグが標準装備になっていて、メーカーによって搭載数や搭載箇所が様々なため、勉強は続け

なくてはいけないですね。法令を厳守し、メーカーの要請に対応できる工場運営の追求をしたいです」
兼島「安全作業心得と力仕事への探究心を持つひたちなか工場は、地域にとって頼りになる存在でいて欲しいです！あり

がとうございました。」
水戸店 兼島 謙司

中国ではインフラ工事や不動産建築など国内需要が高く、11月の
鋼材輸出量は535万トンと16カ月連続で減少傾向のようです。
アジアでは、韓国やベトナムから日本への鉄スクラップ輸入提示価
格が上昇するなど、日本への海外からの需要が高まっています。
また、日本国内では先月に引続き東京五輪による再開発向け等の鋼
材製造、および国内電炉各社が年末年始の鉄スクラップ炉前在庫の
確保のため更に需要が高まり、価格の底上げが発生しています。

ELV事業部長 飛田 幸輝

鉄
相
場

今回は国内部品の検品作業を取材して参りました。大変繊細な作業だと
感じました。それでは、ご覧下さい。

Q1. 具体的にどのような作業なのか教えてください
A1. 各部品のダメージ状態を確認し、記録と写真撮影を行っています。

リサイクル部品の問合せがあった際はこの記録と写真を情報源と
して、お客様に提案をさせていただいております。

Q2. 作業中、気を付けていることはありますか？
A2. お客様に正確な情報を伝えられるよう、どんなに小さなダメージ

でも取りこぼしなく記録するようにしています。

Q3. 最後に一言お願いします。
A3. 当社は中古タイヤも取り揃えております。ぜひ、お問合せ下さい！

正確な情報提供をモットーに、努力を重ねている姿が印象的でした。
次回は、検品後の出荷作業現場を取材予定です。ご期待下さい♪

ひたちなか工場 清水 千賀

第2回

ターボチャージャー検品の様子

検品記録の様子

小さな傷も見落としません！



－那珂川の献上鮭－
水戸市に桜川があり、下流5キロ

で那珂川に出ます。
毎年鮭が産卵のため、弊社近く

の橋のたもとで、流れに逆らう様に
留まります。自然が戻りつつある
様で素晴しく思っています。

時代を遡りますと、那珂川の鮭は
毎年水戸藩から京都の朝廷に献上
された事で有名です。弘道館の『学中諸儀』の1つに『賜
鮭の儀』というのがあったそうです。

もっとも、各藩鮭の献上は多く日本人には無くてならな
い馴染みのお魚です。この献上は太平洋戦争前まで続けら
れた様です。

K . A k a s u

当社ではICTスキル*1の向上を狙いとし、PC作業の基礎と
なるタイピングトレーニングを昨年6月から実施しておりま
す。各員が取組み、毎月締めで全社共通のランキングが発表
されます。

当初の参加者平均スコアは84.8点でしたが、現在は122.7
点まで上がりました。まさに「継続は力なり」！

企画担当者の圷 麻美絵さん曰く、「1人1人が向上心を
持って取組むことができていると思います。正直なところハ
イスコアの向上率は予想以上でした。タイピングは速さと正
確さが求められます。ホームポジションをきちんと覚えて、
手元を見ずに入力できるよう取組んでいただきたいと思って
います」とのこと。

筆者自身、仕事の効率向上に大変役立っています。これま
で苦手意識があった方も、挑戦してみてはいかがでしょうか。

*1 ICTスキル
知識やデータを適切に他者へ伝達するための技術のこと。
“Information and Communication Technology”の略称。

ひたちなか工場 小林 奈保子

社内活動①
～タイピングトレーニング～

今回お勧めしますのは、株式会社ポテトかいつか様の
特選 蔵「紅天使」の焼芋です。新芋は、しっかりとし
た肉質とコクのある甘さが特徴です。購入時期によって
熟成度合いが異なるため、買うたびに一味違うそうです。
「焼き芋なのにまるでスイートポテトのよう」と評判で
す。ぜひご賞味下さい。

つくば店 飯島 正義

4店舗のほか、通信販売もあるそうです。
詳しくはホームページをご覧ください。
通信販売 9時～18時
TEL 0120-98-8763 FAX 029-897-2131
HP http://www.kuradashi-yakiimo.com/shop/

(上)母の日、お子様達からのプレゼント
(左)少年団時代から8年使ったお弁当箱

当社の『働くお母さん』、今月はELV事業部 総務課の
山﨑 純子さんです。入社して6年、カーレポで働きながら
二人のお子様を大学生に育て上げました。お子様が高校生
の時は、毎日手作りのお弁当を作ってくる姿が印象的でし
た。「私の方がなかなか子離れできなくて…毎日のお弁当
は大変だったけれど、過ぎてしまうと寂しくなっちゃいま
す」と話す山﨑さん。社内でも優しく、時には厳しいお母
さん的な存在です。「仕事と家庭の両立は大変ですが、片
方で辛い事があっても、もう片方に集中することで気持ち
の切換えができます。これはとても大切な事だと思ってい
ます」と、両立について前向きに語って下さいました。業
務は自動車解体において法令遵守の肝となる電子マニフェ
ストを担当しています。これからもひたちなか工場の母と
して、よろしくお願い致します！

ひたちなか工場 小林 奈保子



〒310-0801 水戸市桜川一丁目8番29号
TEL：029-300-2525 FAX：029-300-2424

ホームページもご覧ください。
http://www.carepo.jp/

ご意見・ご要望も
お待ちしております。

mitohonbu@carepo.jp
（担当：広報委員会）

カーレポ株式会社
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当社では改善活動の一環として、小集団活動も積極的に行ってい
ます。テーマ選定やチームを纏めることも重要な課題となる訳で
すが、今回はその中の1グループ『チーム ヘルスケア』の活動を
ご紹介致します。

ELV事業部『チーム ヘルスケア』
回答者：清水 千賀、上野 泰成

【構成人数】 4名
【活動回数】 月2回以上
【活動テーマ】健康維持
【テーマ選定理由】

日々の生活を健康に過ごすことは何事にも代えがたいと
思っています。選定時期に工場内で体調不良者が多かった
ため、少しでも役立てばと考えました。また、普段からできる
対策として体調管理とラジオ体操にも着目しています。

【成果物の一例】
社員が閲覧できるよう、
食堂や掲示板に掲示しています。

写真(上)ノロウイルス対策
(右)正しいラジオ体操の紹介

店舗のご案内

『干支2018』
作画：ひたちなか工場 小林 奈保子
PC絵画に初挑戦しました。ワンちゃんの生き生
きした笑顔が描けたと思います。

社内活動②
～小集団活動～


